
【別紙４】

1

第１回 巴波川浸水対策検討会

概要資料

令和２年２月１２日

栃木県 県土整備部 河川課



倭橋観測所（県）：巴波川

Hmax= 2.69 m

欠測
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水
位

(m
)

はん濫危険水位（危険水位）2.30m

避難判断水位（特別警戒水位）1.80m

はん濫注意水位（警戒水位）1.00m

水防団待機水位（通報水位）0.70m

１．令和元年10月台風19号 出水概要
・近傍の雨量観測所では、24時間雨量で298mm、３時間雨量で98mmを観測。
概ね100年～150年確率の洪水となった。

・倭橋水位観測所では、巴波川の水位が氾濫危険水位を越え、栃木市街地で溢水氾濫が発生。

ピーク水位2.69m
10月13日1：00
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■観測所位置図 ■雨量観測結果［栃木雨量観測所］■累加雨量分布図

(気象庁資料引用)

■水位観測結果［倭橋水位観測所］

栃木観測所（気象庁）

Rmax= 34.5 mm/hr

24時間雨量= 298 mm/24hr

3時間雨量= 98 mm/3hr

累加雨量= 305 mm（10/11 1:00～10/13 13:00）
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■浸水被害状況

出水年月日 河川 市町村
浸水戸数（戸）

床上 床下 計

R元.10.11～13 巴波川 栃木市
1,217
以上

996
以上

2,213
以上

浸水面積 A=約218ha

位置図

栃木県栃木市
利根川水系巴波川

【小藪川位置図】

利根川水系小藪川

栃木県鹿沼市

【巴波川位置図）

JR両毛線

巴
波
川

思川

栃木駅

市役所大通り
■大通り浸水状況

溢水

■市役所付近溢水状況

［凡例］

実績浸水区域

床上浸水家屋

床下浸水家屋
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２．令和元年10月台風19号 被災概要

永野川



栃木駅

市役所
大通り

■市街地浸水状況

■市役所周辺浸水状況
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３．平成27年９月関東・東北豪雨 被災概要

位置図

栃木県栃木市
利根川水系巴波川

【小藪川位置図】

利根川水系小藪川

栃木県鹿沼市

【巴波川位置図）

JR両毛線

巴
波
川

思川永野川 ■浸水被害状況

出水年月日 河川 市町村
浸水戸数（戸）

床上 床下 計

H27.9.6～11 巴波川 栃木市 732 988 1,720

浸水面積 A=約96ha

［凡例］

実績浸水区域

床上浸水家屋

床下浸水家屋
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・栃木市の観光資源であり、歴史的風致を守るための「伝統的建造物群保存地区」に位置付けられている。
・河川沿いの歴史的建造物、景観の維持が必須であり、拡幅による改修は極めて困難。

（栃木市パンフレットより引用）

４．巴波川の特性と現状



笹塚橋 北橋

単位：m3/s 新巴波川橋 愛宕橋 鉄道橋 蟹田橋

永野川
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6
交付金事業中

計画高水流量

検討区間

■巴波川の整備状況

【現行河川整備計画】

４．巴波川の特性と現状
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５．改修に係る検討経緯
・H27.9関東･東北豪雨被害を受け、栃木市街地の浸水対策について県と市による検討会を設立。
・歴史的風致、景観に配慮しながら県と市それぞれが取り組むべき対策について議論。

H27.9

H28.1

H31.3

R1.9

【関東・東北豪雨による災害発生】

〇中心市街地の整備方針に係る検討会（県・市）設立

〇検討のための調査・測量

〇中心市街地の将来的な計画規模の確認

〇県と市それぞれの役割分担

〇段階的整備方針の検討

■当面の整備方針を共有

〇段階的整備方針（令和元年10月台風19号の被災前）

県：中心市街地河床掘削、上流の遊水地整備(事業推進)、支川(荒川)の既存農業用ため池改築
市：普通河川の調節池整備



笹塚橋 北橋

単位：m3/s 新巴波川橋 愛宕橋 鉄道橋 蟹田橋
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笹塚橋 北橋

単位：m3/s 新巴波川橋 愛宕橋 鉄道橋 蟹田橋
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・H27.9関東･東北豪雨、R元.10台風19号と短期間に甚大な被害が発生。
・栃木市街地区間における抜本的な整備方針を早急に検討し、対策を実施する必要がある。

６．今次出水被害を踏まえた整備方針（案）

（１）早急な対策方針【案】

計画高水流量

【現行河川整備計画】

検討区間

検討区間

計画高水流量



1 2 3 4
河道拡幅　案 調節池設置　案 地下捷水路　案 地下放水路　案

基本的な
　　考え方

・河道のみで対応。 ・流量増分について調節池で対応。 ・流量増分について地下捷水路で対応。 ・流量増分について地下放水路で対応。

模式図　等

メリット ・事業費(経済性)が最も有利。 ・調節池の多目的利用を検討可能。
・用地買収や家屋等補償が少ない。
・景観、歴史的風致を最大限に保全できる。

・用地買収や家屋補償等が少ない。
・景観、歴史的風致を最大限に保全できる。

デメリット
・用地買収や家屋等補償が極めて多い。
・景観、歴史的風致を大きく改変する。

・用地買収や家屋補償等が極めて多い。
・事業費が膨大。（主に用地補償費）
・景観、歴史的風致を大きく改変する。
・地域コミュニティを壊してしまう。

・事業費が高くなる傾向にある。
・年度単位で一定規模の事業費確保が必要。

・事業費が高くなる傾向にある。
・水位差により延長が長くなる。
・放出先河川の再改修が必要。(別途事業費が必要)
・年度単位で一定規模の事業費確保が必要。

概算事業費

・河道改修費・・・・・・・・・・1,800百万円
・附帯工事（橋梁，堰等）費・・・5,500百万円
・用地補償費・・・・・・・・・・6,200百万円
・合　計・・・・・・・・・・・  13,500百万円

・調節池建設費・・・・・・・・・6,800百万円
・用地補償費・・・・・・・・・ 23,700百万円
・合　計・・・・・・・・・・・ 30,500百万円

・地下捷水路建設費・・・・・・・13,900百万円
・用地補償費・・・・・・・・・・・ 300百万円
・合　計・・・・・・・・・・・・14,200百万円

・河道改修費・・・・・・・・・・  　　+α
・地下放水路建設費・・・・・・・30,300百万円
・用地補償費・・・・・・・・・・・ 300百万円
・合　計・・・・・・・・・・・・30,600百万円+α

× × 〇 △
※令和2年2月12日時点の内容であり、今後の詳細検討により内訳は変更となる可能性がある。

案

総合評価

中心市街地区間の整備手法比較表

巴
波
川

永野
川

荒
川

ＪＲ両毛線

東武日光線

巴
波
川

永野
川

荒
川

ＪＲ両毛線

東武日光線

市
街
地
対
象
区
間

巴
波
川

永
野
川

荒
川

ＪＲ両毛線

東武日光線

河道拡幅

L=2650m

調節池
V=755千m3

捷水路

L=2430m

市
街
地
対
象
区
間

市
街
地
対
象
区
間

巴
波
川

永野
川

荒
川

ＪＲ両毛線

東武日光線

放水路
L≒3.8km

市
街
地
対
象
区
間

経済性 ○
用地取得
の優位性

×

景観配慮 × 早期効果発現 ×

経済性 ×
用地取得
の優位性

×

景観配慮 × 早期効果発現 ×

経済性 △
用地取得
の優位性

○

景観配慮 ○ 早期効果発現 ○

経済性 ×
用地取得
の優位性

○

景観配慮 ○ 早期効果発現 × 9

６．今次出水被害を踏まえた整備方針（案）
（２）具体的な対策検討（洪水防御方式の一次選定）
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６．今次出水被害を踏まえた整備方針（案）
（３）整備計画変更（案）
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笹塚橋 北橋
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７．今後の検討会について
R３年度事業化を目指すための検討会スケジュール（案）

第１回
検討会
【今回】

第２回
検討会
R2.3頃

第３回
検討会
R2.7頃

第４回
検討会
R3.1頃

河川整備計画変更手続き

・検討会趣旨の確認
・浸水被害の確認
・過去経緯の共有
・整備方針の確認
・今後の進め方

・地下捷水路の
方針決定

（ルート、深さ等）
・留意事項等

・地下捷水路の
構造確認

・施工計画案の確認

・事業調整結果
報告等


